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教員を志望する大学生の環境意識・態度形成に及ぼす要因に関する一考察 
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１．はじめに 




































兵庫県内の A 女子大学の「生徒指導・進路指導」「生徒指導・進路指導の研究」（2017 年度夏期集
中講義として開講）2・3・4 年履修者及び教員採用試験受験特別講座 4 年受講者計 130 名に対して行












































                                                     回答数（％） 
             質 問 項 目                ＋＋  ＋   ＋－    －   －－ 
          問 1-1  オゾン層破壊や熱帯林の破壊，地球温暖化など地球全体の環境問題がおこっているということ 13.9   53.5   24.8    7.8    0.0 
  地球的          について 
 規模の  問 1-2  酸性雨による森林破壊や，汚れた水による河川や海の汚染など，環境問題が身近なところでも 17.8   51.2   22.5    8.5    0.0 
   環境問              おこっていることについて 
  題      問 1-3  自然の森林や沼地などがこわされ，野生の動物や昆虫などが減っていることについて 12.4   49.6   27.9    9.3    0.8                                   
------------------------------------------------------------------------------------- 
   エネルギー 問題  問 1-4  石油や電気などのエネルギー の使い方が問題になっていることについて  10.9   51.2   28.6    9.3    0.0 
------------------------------------------------------------------------------------- 
  環境問  問 1-5  世界には環境問題によって苦しんでいる人が多くいることについて 26.3   59.7   10.9    2.3    0.8 
題と人  問 1-6  地球にはいろいろな生き物が，たがいにかかわり合って生きているということについて 17.8   55.9   20.9    5.4    0.0 
  生き物  問 1-7  環境問題が，私たちのくらし方と深くかかわっているということについて 31.8   53.5   11.6    3.1    0.0 
                 ＋＋：とても関心がある  ＋：関心がある ＋－：どちらもいえない －：あまり関心がない  －－：まったく関心がない 
環境問題に対する関心については，「地球的規模の環境問題（問 1-1～問 1-3）」への回答 
オゾン層破壊や熱帯林の破壊，地球の温暖化など地球全体の環境問題についての問いに対して，関
心があるが 69 人（53.5％）で最も割合が高く，どちらともいえない 32 人（24.8％）がそれに次いで


























りと分かれる結果となった。それは，（問 2-1～問 2-4）と（問 2-5～問 2-7）についてである。前者は
「気になる」と回答している割合が 8 割から 9 割あるのに対して，後者は気になるとしている割合が



















                                                     回答数（％） 
             質 問 項 目                   ＋＋   ＋    ＋－   －  －－ 
          問 2-1  空きカンやたばこのすいがらなどを道ばたに捨てる人がいること 62.0   34.1    0.8    3.1   0.0 
 生活観  問 2-2  近くにある川や野原，公園などが，ゴミやきたない水などでよごれていることがあること 41.9   53.4    4.7    0.0   0.0 
           問 2-3  自分の住んでいるところの空気がよごれているかどうかということ 45.6   41.9    7.8    3.9   0.8 
------------------------------------------------------------------------------------- 
 価値観  問 2-4  自分が食べる食べ物や飲み水のなかに，体に悪いものが含まれているかどうか 43.4   39.5   11.6    4.7   0.8 
            問 2-5  自分が出すゴミやよごれた水がどのようになっていくかということ 13.9   48.1   24.8   10.9   2.3 
------------------------------------------------------------------------------------- 
自然観  問 2-6  自分の買ったものや使っているものが，使うとき・捨てるときなど に地球や環境のために 12.4   36.4   35.7   13.9   1.6 
                    よいものかどうかということ 
          問 2-7  ふだん自分のしている行動が，地球や環境のためによいことかどうかということ 13.9   42.7   32.6    8.5   2.3 
                 ＋＋：とても気になる  ＋：気になる方である ＋－：どちらもいえない －：あまり気にならない  －－：まったく気にならない 
 



























                                                     回答数（％） 
             質 問 項 目                     ＋＋  ＋   ＋－   －     －－ 
          問 3-1  ユニセフ活動や募金などの国際的な助け合いに協力すること   2.3   17.1   17.1    56.6    6.9 
環境保全  問 3-2  自然を守る運動や，木をふやす運動に参加すること   1.6    5.4    6.2   20.9   65.9 
行動      問 3-3  生き物の命を守ったり，自然の植物を大切にしたりすること   8.5   20.9   10.9   37.2   22.5 
------------------------------------------------------------------------------------- 
ﾘｻｲｸﾙ行動 問 3-4  地域の清掃活動や資源回収（リサイクル）の運動に参加すること   3.1   24.8   17.1   46.5    8.5 
------------------------------------------------------------------------------------- 
          問 3-5  手洗い・ハミガキなどをおこなう時，水道水の節約をすること 17.1   55.8   11.6   13.2    2.3 
      問 3-6  電気の節約のため，テレビやエアコンなどをあまり使わないこと   8.5   39.5   27.9   22.5    1.6 
節約行動  問 3-7  自分が出すゴミを，種類によって決まったところへきちんと処理すること 33.3   47.3   12.4    7.0    0.0 
          問 3-8  物のむだ使いや使い捨てをせず，大事に使ったり再利用したりすること 13.9   56.6   23.3    6.2    0.0 
                 ＋＋：どんな時でも気をつけておこなっている  ＋：できない時もあるが気をつけておこなっている 







環境保全活動への取り組みは，約 5 割が「おこなう」と考えている。また，身近でできる（問 4-3




















                                                     回答数（％） 
                   質 問 項 目                  ＋＋  ＋   ＋－    －  －－ 
          問 4-1  自然や環境を守る運動に参加していくこと 21.7   26.4   45.7    5.4   0.8 
環境保全  問 4-2  環境問題で苦しんでいる人たちのために国際的に役立つ活動をすること 18.6   27.1   33.3   12.2   0.8 
行動      問 4-3  地域の清掃や資源回収の活動に参加すること 30.2   41.9   20.9    7.0   0.0 
------------------------------------------------------------------------------------- 
節約行動  問 4-4  石油や電気などのエネルギー の節約，水や木材などの資源の節約をおこなうこと 29.5   43.4   23.3    3.8   0.0 
------------------------------------------------------------------------------------- 
          問 4-5  自分たちが出すゴミや排水の始末をきちんとおこなっていくこと 31.0   53.5   13.9    1.6   0.0 
生活行動 問 4-6  自動車や電気器具などの便利な物にあまりたよらない生活をすること 13.9   16.3   36.4   28.7   4.7 







出ており，約 6 割から 7 割の大学生が，学習や周囲の人々から影響を受けて，環境意識や態度形成が
育まれていることが分かる。影響を受けなかったのは約 1 割である。ただ（問 5-5）からは，地域の




                                                     回答数（％） 
             質 問 項 目                ＋＋  ＋   ＋－  －  －－ 
学習活動  問 5-1  学校の授業で自然や環境について学んだこと 20.2   57.3   15.5    6.2    0.8 
          問 5-2  学校の行事や児童会などの活動でおこなったこと 17.8   52.7   17.1    8.5    3.9 
------------------------------------------------------------------------------------- 
人の言動  問 5-3  先生が言っていることやおこなっていること 11.6   54.3   24.0    8.5    1.6 
      問 5-4  家の人が言っていることやおこなっていること 21.7   56.6   12.4    7.7    1.6 
------------------------------------------------------------------------------------- 
地  域  問 5-5  地域の行事やこども会などでおこなっていること 10.1   48.8   21.7   15.5    3.9 
------------------------------------------------------------------------------------- 
間接経験 問 5-6  テレビや新聞，雑誌などで見たり聞いたりしたこと   8.5   55.9   27.9    5.4    2.3 
------------------------------------------------------------------------------------- 
自然体験  問 5-7  自然の中で遊んだり生き物を観察したりすること 26.4   42.6   21.7    6.2    3.1 




















                                                     回答数（％） 
             質 問 項 目             ＋＋   ＋  ＋－  －  －－ 
自然に親  問 6-1  虫とりや魚とり，草木を使ったあそびなど自然の中で遊んだこと 65.9   13.2   14.7    5.4    0.8 
しむ行動  問 6-2  自分で生き物を育てたり，植物を育てたりしたこと 50.3   24.0   17.1    7.0    1.6 
      問 6-3  電気や水道などを使わない生活をしたこと   3.9    6.2    7.8   10.8   71.3 
------------------------------------------------------------------------------------- 
環境保全  問 6-4  地域の清掃活動やリサイクル運動に参加したこと 20.9   26.4   30.2   14.0    8.5 
------------------------------------------------------------------------------------- 
調査活動  問 6-5  雨の酸性度や川の汚れ，空気の汚れなどを調べたこと 42.6   34.1   18.7    2.3    2.3 
          ＋＋：かなり何度もしたことがある ＋：四～五回はしたことがある  ＋－：二～三回はしたことがある  －：一度はしたことがある   －－：まったくしたことがない 
 
表７ 自分で生き物を育てたり，植物を育てたりしたこと(複数回答) (N=129) 
 質問事項 人数 ％ 
ア 学校の授業時間や行事，活動の中で 53 41.1 
イ 教育（保育）実習先の授業時間や行事，活動の中で 3 2.3 
ウ ボランティアやアルバイト先での行動の中で 0 0.0 
エ 家での生活や，家族との行動の中で 51 39.5 
オ 地域の行事や子ども会の活動で 2 1.6 
カ 近所での遊びの中で 3 2.3 






表８ 雨の酸性度や川の汚れ，空気の汚れなどを調べたこと(複数回答) (N=129) 
 質問事項 人数 ％ 
ア 学校の授業時間や行事，活動の中で 61 47.3 
イ 教育（保育）実習先の授業時間や行事，活動の中で 2 2.3 
ウ ボランティアやアルバイト先での行動の中で 1 0.8 
エ 家での生活や，家族との行動の中で 1  0.8 
オ 地域の行事や子ども会の活動で 2 1.6 
カ 近所での遊びの中で 1 0.8 


























                                                     回答数（％） 
             質 問 項 目                   ＋＋  ＋   ＋－  －   －－ 
自然に親  問 7-1  自然の景色や生き物の美しさに，ひどく心を動かされたこと 44.2   31.0   17.1    6.9    0.8 
しむ行動  問 7-2  生き物の死に直面してすごく悲しんだこと 45.7   16.3   10.0   14.0   14.0 
      問 7-3  命の大切さや生命の仕組みのすばらしさに感動したこと 35.7   23.3   29.4   10.8    0.8 
------------------------------------------------------------------------------------ 
環境保全  問 7-4  自然を破壊したりよごしたりしていることに腹がたったこと 17.8   24.0   34.9   20.2    3.1 
------------------------------------------------------------------------------------ 
思考活動  問 7-5  環境問題によって苦しんでいる人や動物のことを本気で考えたこと 13.2   25.6   32.6   26.3    2.3 
------------------------------------------------------------------------------------ 
      問 7-6  電気や水道などの資源・エネルギー の節約をしてよかったなあと感じたこと   7.7   19.3   24.0   31.0   10.0 
感受性    問 7-7  清掃活動や資源回収運動に参加してみんなの役に立っていると感じたこと 16.3   24.8   34.1   17.8    7.0 
      問 7-8  自然や環境のために自分の生活の仕方を考え直さなければならないと感じたこと 12.4   36.4   34.9   15.5    0.8 
               ＋＋：今もはっきりと心に残っている ＋：はっきりではないが覚えている  ＋－：そういうことがあったと思う  －：あったかどうかはっきりしない  －－：そのようなことはまったくない 
 
表10 経験と経験の場 (複数回答) 
 質問事項 人数（人） 








① 小学校 8 8 18 7 7 5 9 11
② 中学校 2 2 1 2 5 1 5 7
③ 高校 0 0 4 5 7 0 2 4
④ 大学 6 0 0 0 2 2 0 5
⑤ 幼稚園 0 0 0 1 0 0 0 0
イ 教育（保育）実習先の授業時間や行等活動の中で 0 0 2 0 0 0 0 1
ウ ボランティアやアルバイト先での行動の中で 7 0 1 1 4 1 7 4
エ 家での生活や，家族との行動の中で 19 25 17 0 7 23 1 8
オ 地域の行事や子ども会の活動で 0 0 0 8 0 0 11 0
カ 近所での遊びの中で 6 1 0 5 0 1 1 2
キ 学校の校庭などでの遊びの中で 1 1 1 0 1 0 0 0




















































解説 総合的な学習の時間編』文部科学省，2017，pp.1-144  
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1383986.htm 
(2) 教育基本法（平成 18 年 12 月 法律第 120 号）。第 2 条に「教育の目標」の中で環境教育の重要性に鑑み「生命を
尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うこと。」（第二条第四号）と規定された。『2017 年版 ポ
ケット教育小六法』晃洋書房，2017，pp.18-19 
(3) 学校教育法（平成 19 年 6 月 法律第 96 号）。改正教育基本法を受けて第 21 条に教育の目標として環境教育の重
要性を踏まえて「学校内外における自然体験活動を促進し，生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与











(8) 佐古順彦，ロバート・ギルフォード「大学生は環境問題をどうみているか : 環境評価インベントリ(EAI)への
回答から Students' Understanding of Environmental Problems : Their Response to the Environmental 
Appraisal Inventory」『環境教育』，日本環境教育学会，VOL.17 NO.1，2007，pp.36-43. 
(9) 藤岡達也 ，前掲論文. 
(10) 野田恵「次期学習指導要領と環境教育-食農教育の視点から―」『環境教育』日本環境教育学会，VOL.27 
NO.1，2017，pp.2-5. 
(11) 古岡俊之「西宮市立小学校校歌の中の山と川をめぐる環境教育の可能性―環境学習材の視点から―」『学校教育セン
ター年報』武庫川女子大学学校教育センター，VOL.2，2017，pp.45-59 
(12) 古岡俊之「西宮市立幼稚園歌の中の山と川について」『子育て総合センター研究紀要』VOL.5 NO.2，西宮市立子育
て総合センター，2005，pp.1-7 
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